
○ 第１シード選手
△ 第２シード選手

第３８回　山陰柔道選手権大会

試合組み合わせ表
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辻　拓哉（島根） 4

三橋　和真（鳥取） 5

欠場 八幡　明徳（島根） 6

古川　太一（鳥取）
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福井　瞭介（鳥取） 7

欠場 髙原　優樹（島根） 8

中村　竜平（鳥取）
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松村　颯佑（島根） 16
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美濃　大将（鳥取）

藤野　仁哉（島根） 10

坂下　智哉（鳥取） 11

三浦　吉治（島根） 12
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岡本　和馬（鳥取）

1

角　幸憲（島根） 2

桑田　俊治（鳥取） 3

1



第　　３　　位

美濃　大将　　　（鳥取）

三橋　和真　　　（鳥取）

三浦　吉治　　　（島根）

辻　　拓哉　　　（島根）

角　　幸憲　　　（島根）

優　　　　　勝

第　　２　　位

第　　３　　位

試　合　の　記　録

辻　　拓哉　　　（島根）

１　回　戦

① 古川　太一　　　（鳥取） ○　　　巴投
② 桑田　俊治　　　（鳥取） 　　　　優勢　　　○
③ 三橋　和真　　　（鳥取） ○　　不戦勝 八幡　明徳　　　（島根）

④ 福井　瞭介　　　（鳥取） ○　　不戦勝 髙原　優紀　　　（島根）

⑤ 中村　竜平　　　（鳥取） ○　　　払腰 藤野　仁哉　　　（島根）

⑥ 坂下　智哉　　　（鳥取） 　　　ＧＳ　一本　○ 三浦　吉治　　　（島根）

⑦ 美濃　大将　　　（鳥取） ○　　　肩車 仙波　新平　　　（島根）

⑧ 岡本　和馬　　　（鳥取） 　　　　内股　　　○ 松村　颯佑　　　（島根）

⑨ 古川　太一　　　（鳥取） 　　後袈裟固　　○ 辻　　拓哉　　　（島根）

２　回　戦

⑩ 三橋　和真　　　（鳥取） ○　　　払腰 福井　瞭介　　　（鳥取）

⑪ 中村　竜平　　　（鳥取） 　　　　優勢　　　○ 三浦　吉治　　　（島根）

⑫ 美濃　大将　　　（鳥取） ○　　ＧＳ　一本 松村　颯佑　　　（島根）

⑬ 辻　　拓哉　　　（島根） 　　　　優勢　　　○ 三橋　和真　　　（鳥取）

準　決　勝　戦

⑭ 三浦　吉治　　　（島根） 　　　背負投　　○ 美濃　大将　　　（鳥取）

⑮ 三橋　和真　　　（鳥取） 　　　横四方固　○ 美濃　大将　　　（鳥取）

決　勝　戦



第３８回山陰柔道選手権大会要項 

 
１．主  催：鳥取県柔道連盟・島根県柔道連盟 
２．後  援：鳥取県教育委員会・島根県教育委員会・（公財）鳥取県体育協会・（公財）島根県体育協会・ 
             米子市教育委員会・ＮＨＫ鳥取放送局・山陰放送・日本海テレビ・山陰中央テレビ・ 

新日本海新聞社・山陰中央新報社 
３．主  管：鳥取県柔道連盟 
４．日  時：平成２９年５月２１日（日）１３：００～   
５．会  場：鳥取県立武道館（鳥取県米子市両三柳３１９２－１４  ０８５９－２４－９３００） 
６．参加資格：両県に在住するか、又は勤務するもので両県柔道連盟から推薦された者各８名。 
７．試合細則：（１）審判規定：国際柔道連盟試合審判規定による。（※新ルール） 
            （２）試合時間：４分間、ゴールデンスコア無制限とする。 
            （３）試合形式：ト－ナメント方式とする。 
８．表  彰：１位から３位まで表彰し、優勝者には優勝杯、準優勝者には連盟盾を授与する。 
９．参加方法：（１）申込期限：平成２９年５月１日（月）必着 
            （２）申 込 先：〒683-8686 米子市中町 20   

米子市役所市民人権部環境政策課内  宇津宮 崇 宛 
                             TEL０８５９－２３－５２５９ FAX０８５９－２３－５２５８ 
                               メール takashi1979@city.yonago.lg.jp 
                               ※お手数ですが確認の為に FAX もお願いします。 
            （３）用  紙：所定の用紙に必要事項を記載して申し込むこと。 
10．抽  選：（１）日   時：平成２９年５月６日（土）１３：００～ 

（２）場   所：鳥取県立武道館 
（３）シ － ド：同県の１位、２位は決勝戦までに対戦することがないようにシ－ドし、 

                           かつ１位と他県の２位が準決勝戦までに対戦することがないようにする。 
                             １回戦は同県同志の対戦は避ける。 
             （４）抽 選 者：両県柔道連盟代表者による。なお、立会人は鳥取県側の大会委員とする。 
 
※脳しんとうについて 
大会 1 ｹ月以内に受傷した者は脳神経外科の診察を受けて出場の許可を得る。 
大会中に受傷した者は継続して大会に出場することは不可とする。 
練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け許可を得る。 
当該選手の指導者は大会事務局及び全柔連に対して書面により事故報告書を提出すること。 




